
第９１回 病態生化学セミナー 
 

 

日時：平成２７年６月２６日（金曜日）午後６時００分~ 

場所：医学部 講義棟１階 国際交流ラウンジ 
演題：eIF5類似タンパク質 5MPによる翻訳制御  

Translational control by eIF5-mimic proteins 

演者：カンザス州立大学生物学科 教授 
浅野 桂 先生 

 
 翻訳を開始するには、リボソーム小サブユニットの Pサイトに mRNA開始コドンと開始
tRNAをしっかりと結合させる必要がある。真核生物ではこれを実現するために、mRNA、
リボソームの両方に多くの開始因子が結合し、それぞれを活性化する。mRNA 結合性開始
因子 eIF4F の活性が eIF4E 結合タンパク質によって多彩な制御を受ける事は広く知られて
いるが、リボソームに結合し厳密な開始コドン選択をつかさどる多因子複合体(multifactor 
complex, MFC)がどのような制御を受けるかはあまり知られていない。ここでは、MFC 形
成に重要な役割を果たす eIF5を「擬態」する制御因子 eIF5 mimic protein (5MP)に注目し、
５MPの増産により生じる翻訳制御について報告する。5MPはヒトでは２コピーあり、その
いずれもが eIF5 にかわって MFC 構成因子と相互作用する。5MP の増産により MFC 形成
が阻害され、上流読み取り枠(uORF)をもつ ATF4遺伝子の翻訳が活性化される。ATF4は癌
の生育に必要な転写因子で、ATF4同様、5MPをノックダウンすると癌細胞の増殖が減少す
る。【浅野 桂】 
 

 

 

連絡先： 
浦野 健 
島根大学 医学部 病態生化学 
TEL 0853-20-2126 
E-mail turano@med.shimane-u.ac.jp 
博士課程選択必修科目: 基礎医科学（3）、 
 
博士課程選択科目: 細胞生物学I（6）、老化II（20）、発生生物学I (15)、発癌Ｉ (22)、 

腫瘍生物学I (24)、II (25)、III (26)、臨床腫瘍学I (28)、II (29)、III (30)、IV (31)、V (32)、

VI (33)、地域がん治療学 (37-1) 、口腔腫瘍学 （37-2）、薬物動態学I (70)、腫瘍免

疫学I (79)、理工医学のための生物材料学（103） 
 
医科学専攻（修士課程）選択科目: 

腫瘍の発生・増殖とその制御 (23)、理工医学のための生物材料学の基礎 (34) 

を履修している学生は、できる限りこのセミナーに出席してください。 

 


